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第7図　始動時速度トルクと回転数　一200V，50Hz，　R・ニR2一
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第8図　始動時速度トルク特性　一200V．50Hz，　Rx　・・　R2一
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第9図始動時過渡トルクと回転数一200V，50Hz　Rx＝2R20－
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第10図　始動時速度トルク特性　一200V，50Hz，　R・＝2R・一
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第11図　定常始動トルク’・始動時間と電源周波数
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第12図振動最大トルク・振動周波数・振動肖滅サてfクルと電源周波数
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第13図　定常最大トルク・そのすべりと電源周波数
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第14図　振動最大トルク・過渡最大トルクと定常最大トルクとの比
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第15図　定常始動トルク・始動時間と2次挿入抵抗
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第16図　振動最大トルク・振動周波数・振動消滅サイクルと電源周波数
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第17図　振動最大トルク・過渡最大トルクと定常最大
　　　　トルクとの比
§5検　　討
　ここで行なった数値計算のディジタル計算機使用時
間は端子電圧200V，電源周波数50Hz，2次挿入抵抗
零の揚合，厳密解の計算には（すべりが99．4％から1
％まで）46分かかり，近似解の計算には（振動トルク
が存在する範囲では，計算きざみをSにっいて0．005
とし，その範囲外ではO．　Olとし，5「が0．995から0．01
まで）約13分かかった。それ故，厳密解の計算には，
近似解の計算時間の3．5倍を必要とするので，近似解
と厳密解とを求めたい特性によって使い分けをすれば
合理的である。
　電源周波数（40Hz～90Hz）および2次抵抗（外部
抵抗が巻線抵抗の2倍まで）を変えた場合の始動時過
渡トルク，回転数および始動時間等の計算結果より，
以下のことが明らかになった。
　（A）　厳密解と近似解とで誤差の大きいものは次
の諸特性である。①始動時間（すべりが4％までの時
間）周波数変化においては，すべて誤差は20％以上で
あり，40Hzのとき最高で29，4％にまで達する。また，
次2抵抗変化時にははなはだしく，すべて30％以上で
あり，Rx／R2。＝2．0のとき最高で36．　9％にもなる。②
加速状態の相違；トルクが振動するから当然回転数も
振動しながら上昇するのであるが，近似解においては
回転数は振動しないで上昇する。それ故，始動時速度，
トルク特性でのトルク振動部分における相違がある。
　（B）　次の諸特性については誤差は十分少い。①
振動トルクが発生している時間内での過渡トルクの諸
特性。②定常および過渡最大トルク。
§6　むすび
本論文において，三相誘導電動機の始動時過渡現象
（117）
を瞬時対称座標法で解析する揚合に，始動時間と回転
数の関係を求める方法により，近似解と厳密解の2つ
が求められ，始動時過渡特性のいかなる特性の算定に
計算時間の少い近似解が使用できるかを論じた。その
揚合，電源周波数および2次抵抗を変化した近似解と
厳密解により算定した特性の誤差も論じた。また，近
似解と厳密解により一致した次の特性も明らかとなっ
た。
　（1）過渡振動最大トルク（振幅値）と定常最大トル
クとの比は40Hz～90Hzまですべて任意に1．・08倍～
1．2倍までの間にあり，電源周波数に対してほとんど
一定である。また，2次抵抗に対しては，Rx／R2・が
O．・5の附近でその比は最大1．28倍となり，それ以上の
抵抗の増大により，順次減少する。
　（2）　過渡最大トルクと定常最大トルクとの比は，
40Hzの時最高1．89倍で順次少くなり，90Hzで1．48倍
であった。また，2次抵抗に対しては，Rx／R2・＝1．18
附近で最大となり，次第に減少する。
　筆を置くに当り，計算機の使用にご協力をいただい
た本学小川康男教授，本多高講師はじめ計測，制御研
究室の方々および明大計算センターの方々に感謝の意
を表します。
　なお，本論文における数値計算は，総て明大計算セ
ンターに設置してあるOKITAC－5090Mによって行
なわれた。
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